
学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立沼間小学校)
0 学校教育総合プランの3つの柱 ○学校教育総合プランの項目

* 繃に応潴旨導の充実 ｣I 子どもたちの学力向上

実施計画
①実施計画の重点等

◆基礎学力の定着のための個に応じた指導では、児童実態を踏まえた取り組みを推進する。
･読解力の向上については、国語科の授業研究を通して推進していく。
.読書活動の推進では、保護者によるボランティアの活用を進める。
◆支援教育の充実では、支援委員会と交流委員会を適して、職員全体で取り組むよう推進していく。

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

･支援が必要な子どもたちに対して、行事等の際に社会福祉協議会及び教職員O Bボランティアの支援を仰ぐ。

･読書活動の推進では保護者による読み聞かせボランティアや図書館ボランティアの協力を仰ぐ。
･ I

･ 行動プラン
① 　
　　　　　　 　‐ 礎学力定着のための

l

個に応じた指導の充実

についての支援を行う。
.確実な学力の定着を図るため、少人数指
導を実施する。

習についての支援を行う。
･学習評価の工夫改善を図る。
･確実な学力の定着を図るため、少人数
指導の充実を図る。

習についての支援を行う。
･家庭と連携を図り家庭学習の充実を図
る。
☆学年ごとの到達目標を明確化して取り
組む。

評 価 A r溺 . C 評 価 S r 滋 ･ B ･ C 脣平 ‘価 S ･ A ･ B ･ C
鍔田旦百

り組む必要がある。

三国ロ≠ .



･市教育研究所主催の授業力向上研修会
への教員派遣。
･国語科を中心とした授業研究を行う。

.市教育研究所主催の授業力向上研修
会への教員派遣。
･県学習状況調査の客観的なデータ分析
を行う。

･市教育研究所主催の授業力向上研修
会への教員派遣。
･国･県学習状況調査の客観的なデータ
分析に基づいた授業改善を図る。
☆上記調査データの活用の工夫を図る。

評 価 A ミ 珍 ･ C 評 価 S f 合 ･ B ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C

躰慾
活用において工夫が必要である、

-賊曰裝

H 19 2007)年度予定内容 H 20(2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容

･児童の読書傾向を調べ、蔵書計画を立て ･保護者による読み聞かせボランティアの ･保護
者による読み聞かせボランティアの

、. ;
】 - 、.

行動プラン

　　
行動プラン

④
支援教育の充実 め、支援の具体的対応び｣狄扇をづる。 進め、支援の具体的対応の検討をする。

･外部機関等の専門機関と連携を進め
る。

を進め、支援の具体的対応の検討をす
る。
･外部機関等の専門機関と連携を進め
る。
･支援教育を推進するための教育ボラン

雲霧内需援癈髯中ひの支援教育体制
の充実を図る。

評 価 A ･(窃 ･ C 評 価 税な湫 ･ B ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C

課題 課題 ◆支援を必要亙ノている児童への共
通理解、支援について組織的な援助等につ
いて職員の理解が深まった。児童相談所、教
育研究所などの専門機関との連携･強化が
図られたが、校内支撰教育部中心の体制づ
くりをさらに進める。

課題



学校教育総合プランの藥施計画シート (逗子市立沼間小学校)
○学校教育総合プランの3つの柱 ○学校教育総合プランの項目

◇ミ 2 健やかな′滅 飜 成 lI 子どもたちの学力向上

実施計画
①実施計画の重点等
･基本‐･な生活習慣の門

、を図り、地域 ･保
彗 - との、 -乃を進めるために情 艮発 言をこ努める。

･豊かな心を育む教育を充実させるために、家庭･地域との連携を深め、規範意識の醸成に努める。
･豊かな体験活動、健康教育を推進させるために、研修会を開催するなどして家庭･地域と連携を促進する。

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

豊かな体験活動の推進では、地区の青少年育成推進の会等の協力を仰ぐ。
豊かな心を育む教育の充実では、 各町内会、 自治会等の協力を得て、 一体となった挨拶運動等を推進する。

-

･学校だより、保健だより、給食だよりを発行
して、規則正しい生活習慣の大切さの啓発
に努める。
･小･中間における必要な情報の共有と連携
について、協議を進める。

･学校だより、保健だより、給食だよりを発
行して、規則正しい生活習慣の大切さの
啓発に努める。
･小･中間における、児童･生徒の指導上
必要な情報の連携と研修会を開催する。

･学校だより、保健だより、給食だよりを発
行して、規則正しい生活習慣の大切さの
啓発に努める。
･かぐのみ幼稚園、沼間愛児園も含めた
連携と研修会を開催する。

評 価 A くり‐ C 評 価 S ( ･み ･ B ･ C 評 価 s ･ A ･ B ･ C

課題 課題 定期的なたよりの発行にとどまること
なく必要に応じてお便りの発行をした。そのた
め、家庭の周知が図られた面もある。

課題

な生活習慣の
育成

汎でも"
　　　　



ン
･学校内の縦割り活動を通して異年齢交流
を進める。
･家庭 .沼間中学校と一体となった挨拶運動

を推進する。

評 価 A ･ @ ･ C
課題

･高学年児童のリーダーシップを発揮した縦割り活

動を通して異年齢交流を進める。
･家庭･沼間中学校と一体となった挨拶運動を推進

する。
･地域行事に直接･間接参加することもこより奉仕活

動に取り組む。

評 価 s絃議‐ B ‐ C
課題 令通年を通しての縦割り活動を実施
することができた。･小学校･中学校が一貫と

して挨拶に取り組むことができたが一層の徹
底を図る。

･縦割り活動を通して異年齢交流を進める。
･家庭 ･沼間中学校と一体となった挨拶運動

を推進する。
･中学校･地域と連携した奉仕活動の取り組

む。

A . B ･ C評 価↓ S ･
課題

て

豊かな心を育む教育
の充実

･地域行事に直接･間接参加することをこより
奉仕活動に取り組む。
･校内をこおいて芸術鑑賞会を開催する。

･地域行事に直接･間接参加することをこよ

り奉仕活動に取り組む。
･沼小祭りを通して地域の伝承遊びを知

る。

.地域行事に直接･間接参加することもこよ

り奉仕活動に取り組む。
･校内において芸術鑑賞会を開催する。
･沼小祭りを通して地域の伝承遊びを知
る。
☆学校支援地域本部を立ち上げる。

評 価 A ① ･ C 評 価 sくり ･ B ･ C 評 価 s ･ A

課題 課題 .地域の盆踊り会場の刃丙はの製作、6 ･
れあい市場へのジオラマ展示など地域への

間接参加の機会が増えた。.沼小祭りの地域

の伝承遊びに参加する児童･地域の方の参
加が増えた。学校支援地域本部を立ち上げ
る。

二釦因習
口小燃 ･

･

弍

.地域行事に直接.間接
叉
参加することにより .地域行事に直接.間接参加することによ .地域行事に直

接･間 珍 □ こ テ

、 り奉仕活動に取り組む。



行動プラン
④
健康教育の推進 ･薬物乱用防止教育や安全教育を推進する。

･学校給食の充実と個に応じた給食の充実に努
める。

に向けた研修会を設定する。
･学校給食の充実と個に応じた給食の充
実に努める。

育を推進する。
･学校給食の充実と個に応じた給食の充
実に努める。
☆食育全体計画を作成する。

評 価 A て凝 . C 評 価 S ( ぬ ‐ B ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C
課題 課題 ･健康教育を家庭と連携を図り進める

ため、良をアー‘し講習会を開催した。
･食育の推進を図るため、給食便りを中心に
保護者･児童への啓発に努めた。H P上に給
食献立の写真を毎日更新した。
･食育全体計画を作成する必要がある。

課題

9



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立沼間小学校)
○学校教育総合プランの項目○学校教育総合プランの3つの柱

1 多様な教育課題への対応肛 課題に迅速に対応する学校づくり

実施計画
①実施計画の重点等
･子どもの安全と安心の確保の推進を図るため、地域との連携を深め、

パトロール 〆 の ム 。

･いじめ ･不登校等への対応の推進“こっいては、校内の支援体制の充実と外部の専門
機関との連携を図り早期発見、早

期対応に 努める。
･幼稚園･保育園 ･小学校 ･中学校の連携推進については、沼間地区の特性を生かし連携･協力するこ

と"こより子どもや保

賓者が安心して学校生活を過ごせるように努める。

②実施にあたつての留意事項、地域や保護者の協力など
･子どもの安全と安心の確保を図るため、 警察等の関係機関をはじめ町内会 ･

自治会等の 力を得る。
1

･いじめ ･不登校への対応については教育研究所をはじめとする専門機関の協力を得る。

①
子どもの安全と安心の

確保の推進

H 19 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容

ロ ｣ ムこ 室の 施 ･C A P (子ども暴力防止プログラム丼とまる ･C A Pプログラムによる防犯教室の実施

.教職員、保護者による通学路の n
･ 日 用云 ｣

･町内会 ･自治会等による通学路パトロール 犯教室の実施
実施のための啓発活動 ･保護者･町内会･自治会等による通

･校舎内外の安全点検を実施 パトロールの実施のための啓発活動

･警察との連携を深める。 ･校舎内外の安全点検を実施
･警察との連携を深める。

･保護者による通学路の点検ゞ
･町内会･自治会等による通学路パトロー
レの実施のための啓発活動 :
･校舎内外の安全点検を実施
☆町内会･自治会との連携を図る

ための啓発活動 ･保護者･町内会･自治会等による通学路

C･ C

他、民間警備会社による防犯 至の し
た。･通学路パトロールは学区全域に渡って
いるが、町内会･自治会の組織化がされてい
ないところもあり町内会･自治会との連携には
至っていないところもある。

きコ マ)
　　　



②
行動プラン

　　　　　　　　
･交流担当布会、支援委員会を祓直し、組
織的な対応を図る。
･中学校との連携を深めるための研修会を
実施する。

･久無担当者会、支援委員会を中心に、
組織的な対応を図る。
･中学校及び専門機関との連携を深める
ための研修会を実施する。

“サニム銭の文援二 - 人々 し対 すゐフて ÷一 事,
を図るための研修会を実施する。
･中学校及び専門機関との連携を深める
ための研修会を実施する。

評 価 A Gか C 評 価 S きけ B ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C

課題 課題 ･支援委員会において、不登校児童や
児童指導上の問題について組織的に対応･
改善に努めた。う召間中学校と情報交換をす
るとともにスクールカウンきフ こ…【【きり:="
会を実施した。

課題

･小･中の授業交流について協議する。
･沼間愛児園、かぐのみ幼稚園との連携に
ついて検討をする。
･部活体験をさせていただく。

･小･中の授業交流を実施する。
･沼間愛児園、かぐのみ幼稚園の園児と
の交流の機会を設ける。
者日活体験をさせていただく。

･小･中の授業交流を実施する。
･沼間愛児園、かぐのみ幼稚園の園児と
の交流の機会を設ける。
･沼間愛児園、かぐのみ幼稚園、沼間小･
中との指導上必要な情報共有と連携に
努める

評 価 A ･/ 副 ･ C 評 価 S fA } ･ B ･ C 評 価 s ･ A ･ B ･ C

･ " る授業を実施した。･沼間愛児園、かぐのみ
幼稚園との授業交流を実施したゞ沼間中学
校の部活体験を6年全員に実施した。

･

災諺沽蘇りカリキュラムの門飲酉リ
･英語活動の授業のための授業研究を実施
･異文化理解 ･他文化共生のための人的な
資源発掘に努めを

･火語値三つ長米･つための授糸凱フしを実
施
･異文化理解･他文化共生のために体験
入学者や地域の教育力を活用する。

･異文化理解･他文化共生のために体験
入学者や地域の教育力を活用する。

言平 f面 A ･(団 ･ C 評 価 S 戸九 ミ B ･ C 評 価 ･ S ･ A ･ B ･ C
課題 課題 ▼… ;召翻(外凶6。′□勤)のために研

修会をす9時間分計画実施した。併せて、授
業研究を実施した。･異文化理解を推進する
ため、外国人の体験入学を受け入れたがこ
れらの体験を生かしていきたい。

課題-

行動フラン
⑧
幼稚園･保育園･小学
校･中学校の連携の
推進

④ .

行動プラン

1国
際理解教育の推進!

れ)



行動フラン

⑤
キャリア教育の推進

･キャリア教育の共通理解を図るために、
キャリア教育の朝觴会に職員を派遣する。
･｢能力 ･態度｣の育成を軸とした学習プログ
ラムの開発に努める。
･勤労生産･奉仕の活動の充実を図る。

･子どもによる沼小祭現こおけるショップ出
店により、職業体験をさせる。
･勤労生産･奉仕の活動の充実を図る。

･子どもによる沼小祭場こおけるショップ
出店を増やしり職業体験をさせ、さらに
取り組みを発展させる。
･｢能力･態度｣の育成を軸とした学習プロ
グラムの再検討に努める6
･勤労生産･奉仕の活動の充実を図る。

評 価 A ･僞 ･ C 評 価 S ･A r 溺 ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C
課題 課題 沼小祭引こ於ける子ど訟ショップ出店

を前年の倍に増やすことはできたが、全校的
な取り組みには至らなかった。も

課題

'人権教育を推進するために、社会福祉協
議会の協力を得て、体験活動を進める。
･総合学習の時間等を活用し福祉教育を推
進する。

･地域の高齢者を招き、温かい関係作りを
推進するための体験活動を進める。
･総合学習の時間等を活用し福祉教育を
推進する。

･人権教育を推進するために、社会福祉
協議会の協力を得て、体験活動を進め
る。
･総合学習の時間等を活用して福祉教育
を堆准し、充実させる.

曾平 価 A ･/踰 ･ C 評 価 S で丸 ･ B ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C
課題

＼

課題 .･運動会･音楽会等の学校行事に地域
の高齢者を招待した。･福祉教育は4年、5年
生が総合学習を中心に実施した。社会福祉
協議会等の関係機関との連携も図られたが
さらに充実させたい。

課題

⑥
行動プラン

!福祉教育の推進 ｣

･環境教育を推進するためをこ、学年に応じ
た体験活動を進める。
･稲作のための田んぼを作る。
･環境教育を保護者め地域に広がることを
期待してビオトープの計画策定にあたる。 ,

･環境教育を推進するために、学年に応
じた体験活動を進める。
.田んぼの改修をする。
･ビオトーブ作る。

･環境教育を推進するために、学年に応
じた体験活動を進める。
･田んぼ、ビオトーブの維持管理をする。
☆｢特色ある学校づくり｣の市委託を受
け、実践してい"。

評 価 A ･⑯ ･ ℃ 評 価 S ⑱ ･ B ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C

課題 課題 ･グリーンカーテンの取り組みはできた
が、田んぼの改修は現況でも活用できたた
め、次年度の計画とした。･ビオトテプの計画
は田んぼの改修と一体として進めていく.

課題

H 21

⑦
行動プラン

撫育の推進｣



･篇部殼鰐の活用能力の育成に努める。
･情報リテラシーの育成やモラルの教育に努
める。
･H Pの週に 1回の更新を行う。

･情報機器の活用能力の育成に努める。
･情報リテラシーの育成やモラルの教育に
努める。
.機器更新を機会に、情報教育の授業に
取り組む。

･機器更新を機会に、校内L A N の研究
に着手する。
･情報リテラシーの育成やモラルの教育
に努める。
☆個人情報保護の周知徹底を図り、事
故防止に努める。

評 価 A ･て劫 ･ C 評 “価 Sき丸 . B . C 評 価 S ･ A ･ B ･ C
盆闘曰文 一
“ ′"‐

＼

… - 驫州興部r‐伴い寺メドリッ-F珍ふ し …-
した。情報教育の橙

羊言 * !‐取り組んだ。
USBの保管･管理も含め情報モラルの育成、
個人情報の保護について周知した。

髯囮白雲

日19行動プラン
⑧
情報教育の推進

麦まき



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立沼間小学校)

○学校教育総合プランの3つの柱 ○学校教育総合プランの項目

Di 2 地域 蹴】れた学校沁 in 課題に迅速に対応する学校づくり

　　　　　
･地域への情報発信に努めるとともに学校説明会や授業公開日等を活用して学校公開に努める。
･地域教育力の活用を図るため、地域の方々とのコミュニケーションの推進に努める。
･学校評価を生かした学校の改善を図るため、自己評価及び外部評価を行う。

　

　

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など
･読書活動の推進のために、 地域 ･保護者の方々による読み聞かせボランティアの活用を図る。

"

･通学路の安全確保のため、 町内会、 自治会等による通学路 ･地域パトロールの協力を依頼する。

･地域イ丁墨への旦按 ･に,久珍" uぼり ゐo
H Pの毎週更新をする。

･地域ず｣事へ、作品による参力uとともに人的参
加の検討をする。
･H Pの毎週更新をする。
･H PにPT Aの参加を得て、情報の発信をす
る。
･授業参観等を活用して家庭との連携を図る

･地域打撃へ、作品による参加とともるこ人
的参加をする。
･ホームペー芝の毎週更新をする。
･授業参観を活用して家庭と連携を図
る。
☆ホームページを充実させる。

評 価 A ‐くめ ･ C 評 価 S g ･ B ･ C 評 価 s ･ A ･ B ･ C

課題 課題 ･地域イベントへの作品参加は推進で
きたが、人的な参加には至っていない。･H P
の更新は食育面では達成したが、f世は不十
分であった。

課題

地域への情報発信と

学校公開の工夫

　　　　メンマ･



･教育ボランティア活動への参加依頼を進
める。
･読み聞かせボランティア活用
･クラブ活動への地域教育力活用の検討す
る。

･教育ボランティア活動(支援教育も含め)へ
の参加依頼を進める。
･読み聞かせボランティア活用の充実を図る。
･クラブ活動への地域教育力の活用を図る。

･教育ボランティア活動(支援教育も含
め)への参加依頼を進める。
･読み聞かせボランティア活用の充実を
図る。

評 価 A ( B ･ C 評 “面 S メハ ･ B ･ C 評 れ商 S ･ A ･ B ･ C
課題 課題 福祉教育や地域満子習さらには鎌倉学

習など保護者を中心とした教育ボランティア
の活用を図った。･読み聞かせボランティアの
一層の活用が図られたがさらなる充実を目指
したい。

課題

亨挾評価テタハ計･自己、外部評価実施。
･第3者による評価も含めて研修実施。
･学校評議員会の充実を図る。

･子枚贄半価の検討･自己、外部評価実
施。
･学校説明会、授業公開等を活用して、
学校の評価を発信していく。

･学枚評価の内容玖副。
･自己評価と併せた学校関係者評価の
実施。
☆学校評価の不一ムページ上での公開
を検討する。
･学校説明会、授業公開等を活用して、
学校の評価を発信していく。
･学校評議員会の充実を図る。

評 価 A ･鴛 ･ C 評 価 S (燭 ･ B 三 C 評れ庇 s ･ A ･ B ･ C
課題 課題 ･自己登半価、1T……-‐ " “= を実施

し、公表をした。学校説明会において、評価の
一部を公表した。ホームページ上にエ夫して
公開する。

一m B貫
稀怒

H 2 1

行動プラン
⑧
学校評価を生かした
学校の改善



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立沼間小学校)
○学校教育総合プランの項目

* 1 教員研修,研 緘 実 ｣
0 学校教育総合プランの3つの柱

皿 教員の指導力向上

実施計画
①実施計画の重点等

･授業評価の活用では、授業評価シートを活用し研究の充実に努める。
.授業研究の充実では、外部講師の招聰を積極的に進め授業研究の活性化を図る。

霊

･地域教材の積極的活用 ･開発の促進では、地域の教材の掘り起こしを行い、児童の学習
意欲の向上を図る。

　 　

　

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

･地域教材の積極的活用 ･開発の促進では、地域の有識者等の教育力を活用するとともに中学校との連携を図
り授業の充実に努

･授業評価の活用では、地域 ･保護者の方々にも授業参観時において、授業評価の協力を仰ぐ。
“

:

める。

行動プラン
①
授業研究の充実

｣“…鮒究を公開する。
･外部講師を招聰する。
･他校の研究発表に教員を派遣する。

を進める。
･外部講師を招聰し授業研究をする。

を進める。
･外部講師を招璃し授業研究をする。
･教育研究所や他機関に教員を派遣し、
本校の授業研究に資する資料収集･教
材研究に努める。
☆日常の授業に成果を生かしていく。

評 価 A . @ . C 評 価 S ･A G ･ C 評 価 . S ･ A ･ B ･ C

課題 課題 ･逗子教育研究会、研究所の研究員
△ +′… ‐- ,.山…中一雫!伊闘"鮪‘‐参加し授業公云 + -出〉′ )
開に努めた。･市教育委員会委託研究におけ
る授業研究は3教科アプローチとし、外部講
師の招階もすすめたので授業に生かしたい。

課題

し、



･長三一中価ンートの活用検討。
･学習状況調査の分析。
･授業力向上の授業研究

･伎 【} -T i製ノート“ノゾ古井恥
･学習状況調査の分析。 観点から授業評価を行う。

･学習状況調査の分析結果を日常の指
導に活用する。

百平イ面 A ･/訟 ･ C 評 価 S ･A ･/麟 ･ C 評 価 S ･ A ･ B ･ C
課題 課題 ･学習状況調査の分析‘

用には課題が残った。
ノ

課

･地域素材活用のため、講師を招膀しての
研修会開催。
･地域素材を活用した小･中学校の連携。

･地域素材活用のため、講師を招勝して
の研修会開催。
･地域素材を活用した小･中学校の連携
授業。 “

‐

･地域素材活用のため、講師を招璃して
の研修会開催。
･地域素材を活用した小･中学校の連携
授業の実践を進める。
･拗構の押R十資料館を活用する.

評 価 A ･ ⑱ ･ C 評 価 S ･A ･ 倫 ･ C 言平 価 S ･ Aト ･ B ･ C
課題 r

Y 課題 地域教材の活用は図る鰐とができた
が、講師を招鵬しての研修会は開催できな
かった。

課題

用

行動フラン
③ 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

I

活用 ･開発の促進

④
行動プラン

i
研修事物充実 ;

･樹ノu所及び亨圦狄目録、県教竇葬員会主
催の研修会に教員を積極的に派遣する。
･自主的な教員研修を支援する体制を作
る。

･朝充前及びマメ教官課、県警目安員会
主催の研修会に教員を積極的に派遣す
る。
･自主的な教員研修を支援する体制を作
る。

･材先町及びテーバ扱肩課、県教育委員
会主催の研修会に教員を積極的に派遣
する。
･校内で相互“こ教員研修を実施する。
･経験年数に応じた職能開発の検討。

評 価 A ･⑯ ･ C 評 価 S ･A て勁宅C 評 価 S ･ A ･ B ･ C

縢粋

、

杯燥 .-Nう朝究にとどまる=とな家、様渡仏研
修の機会を活用して授業力向上に向けて、組
織的に取り組んだが経験年数に応じた職能
開発も必要である。

安田旦函
h “"｢

裁い


